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　この度、鳥取県西部中小企業青年中央会第43期会長に承認頂きました三輪龍介と申します。どうぞよろしくお願い致します。
　竹ノ内会長から次年度会長のお話を頂戴した時、「42年間の歴史と伝統のある会の会長に」というのは、大変光栄なことと思うと
同時に非常に重く、自分に務まるのか？自分で良いのか？自分は会に対して何が出来るのか？など色々と考えました。
　考えに考え、竹ノ内会長の勇気ある決断を受けとめ次に繋ぐことが私の役割であり、その与えられた役割を精一杯やらせて頂こ
うとお受けする決断を致しました。
　そして何とも言いようのない不安と緊張で２月15日の臨時総会を迎えましたが、会員の皆様からの「異議なし」の大きな声を耳
にし、大変勇気づけられ、身の引き締まる思いで腹をくくることができました。
　当会に入会して以来、多くのことを学ばせて頂き、素晴らしい先輩方や仲間、後輩と出会わせて頂いたことは、私にとって大き
な財産です。このような財産を築かせて頂いた会に対して、何か少しでも恩返しが出来ればと考えております。
　これから来期に向けて、これまでの良き伝統は継承しつつ時代や環境の変化に対応していけるよう準備をし、会員の皆様にとっ
て実のある１年となる活動をして参ります。つきましては現役会員の皆様はもちろん、ＯＢ会員の皆様、関係者各位の皆様にはご
指導、ご協力の程何卒よろしくお願い申し上げます。
　今期も残り４か月となりますが、会員全員で竹ノ内年度を盛り上げ、「翔人」となれるよう精一杯活動していきましょう。

先輩ＯＢより「お祝いと激励」
北口 智明ＯＢ（第36期会長・第38期県会長）

㈲キタグチ 代表取締役
　この度は鳥取県西部青年中央会第43期会長承認おめでとうご
ざいます。
　先ずもって中央会会長の大役を引き受けられた勇気ある決断
に敬意を表します。
　私は三輪次年度会長が入会された第36期会長を務めさせて頂
きましたが、入会当初より存在感があり仲間意識も強く中央会活
動に精力的に参加されていましたので、この度の会長承認の一報
を聞き嬉しく思います。責任感の強い彼なら、この先もしっかり
中央会の歴史を会員一丸となり担ってくれると信じております。
　今は来期に向けた事業計画や人事選考等で頭を悩まされてい
る頃と思います。大切な準備期間です。悔いを残さない為にも大
いに挑戦して下さい。
　最後に、西部青年中央会会員企業並びに関係各所皆様の今後更
なるご発展とご多幸を心よりお祈り申し上げます。

長谷川洋司ＯＢ（第40期副会長・第41期専務理事）
WORKS 代表

　三輪さん第43期会長決定おめでとうございます。
　三輪次年度会長が第40期政治行政委員会委員長を務められた
際に、担当副会長として共に活動させていただきました。
　雑な私とは真逆のタイプのイメージがあり、私で大丈夫なのか
な？と心配しながら当時スタートしたわけですが、例会後や委員
会後など活動を通じて中央会の事や委員会の取り組み・例会企
画案などなど本当にいろいろな話をさせていただいたことを今
でも懐かしく思います。
　持ち前の融通のきかない頑固さを武器に自身の思いや考え方
などをしっかりと会員の皆様に伝え、他の人にはできない、三輪
次年度会長にしかできない実りある一年にしていただければと
思います。

三輪龍介 次年度会長プロフィール
【氏　　名】三輪龍介

【生 年 月】昭和48年８月

【所属企業・役職】株式会社アイクス  第一経営支援部  部長

【入会年度】平成22年度（第36期・平成22年７月入会）

【中央会経歴】平成24年度副委員長／平成26年度委員長／
　　　　　平成27年度副会長／平成28年度監事

【趣　　味】音楽鑑賞、ぶらぶら歩く

【座右の銘】「是々非々」

第43期 次年度会長決定！第43期 次年度会長決定！



盛大に開催 賀詞交歓会仲間を集めて地域に溶け込め
～２月例会～

仲間を集めて地域に溶け込め
　２月例会では２名の会員が入会し、次年度会長として三輪監事が指名推薦され承認された。今回は株式会社studio-L代表取締役
の山崎　亮氏を講師に、人と人が繋がるまちづくりについて講演され、クリックでは手に入らないサービスの必要性を訴えた。

　平成29年２月15
日、米子全日空ホ
テルにて２月例会
が開催された。冒
頭の挨拶で竹ノ内
会長は「飛行機の
窓から関東平野を
見て、徳川家康は
なぜ本拠地に東京

（江戸）を選んだのか考えていた。家康はこ
れからの時代、武力ではなく経済で回すと
いう目的でこの地を選んだのでは」と持論
を展開された。

　次に新入会員バッヂ授与が行われた。安
達信彦会員は「これから中央会の事を少し
ずつ勉強していく」、古木竜平会員は「右も
左もわかりませんが前向きに挑戦してい
く」と抱負を述べた。
　続いて住会員に女児誕生のお祝いが授
与された。「諸先輩方の助言を受けながら
イクメンを実現したい」と述べ、翔女委員
会で学んだことを実践する意欲を見せた。
　当例会では臨時総会が行われ、第42期三
輪龍介監事が第43期会長に推薦された。会
場の大きな「異議なし」の声により満場一
致で承認可決した。

　講演の前には田中
委員長より「中心市
街地活性化に向けて
ハードは整ってきてい
るが、課題があるにも
関わらず住民の声が
届いていない。人と人
とがつながる仕組みを

作ることをテーマにご講演頂く」と趣旨説明が
あった。
　続いて講演に移ったが、山崎氏の「コミュ
ニティデザイン」との出会いは着工済みの公
園マネージメントの依頼であったとのこと。その
際、山崎氏はディズニーランドを手本に、10
人程度で楽しめるイベントを週末にいくつも開

政治ビジネス委員会  委員長  田中　 猛
（田中正夫建築設計事務所  米子事務所長）

２月例会を終えて２月例会を終えて
　株式会社studio-Lの山崎亮氏を講師にお招きした２月例会はいかがでしたでしょうか？通常はまちづ
くりの第一人者としてご講演をされていますが、中央会は経済人の集まりなので、各人が自らのビジ
ネスにも活かせるような話もお願いしたいと無理を言ったところ、あまり自信がないとご謙遜されな
がらも、随所にビジネス的な話を織り交ぜながら、かなりのボリュームのご講演をして頂きました。
　当日の雰囲気や集まっている人たちを見ながら、話す内容を変えるというのは聞いていましたが、
のっけから講演会スタイルではないのをやってみようかなと発言され、私は最後まで気が気でありま
せんでした。しかし、軽妙な語り口や熱量に圧倒され、終わってみるとジェットコースターに乗せら
れたような気分でした。
　事前に安来市であった講演会に委員会メンバーで参加した時とは、話す内容も雰囲気もまったく違

い、あらためて山崎氏の話の引き出しの多さを感じ、本当にお呼び出来て良かったと思います。
　何はともあれ、今回も委員会メンバーには全力で助けて頂きました。当日のリハーサルはメンバーに全て任せ、私は山崎先
生と米子の中心市街地を散策し、その成果を講演内容に反映できたのも、全て頼もしい委員会メンバーのお陰です。あと残り
４カ月、締めまでよろしくお願い致します。

３月例会に向けて 翔女委員会  委員長  吉田通代３月例会に向けて
　現在、女性の労働人口は、年々増加傾向にあります。
　そこで翔女委員会では、二つのテーマに沿って企業へ訪問をしてきました。
　一つは「今まで男性が中心となり働いていたが、女性の雇用を増やしている企業」、もう一つは「女性が
中心となり働いている企業や従業員へのフォローなど」です。
　二つの違う環境における女性の雇用についての現状を把握することで、偏りのない目線で社会におけ
る女性の活躍について、課題を検証できると考えています。「女性が職場に何をもとめているのか」「女性
を雇用している企業の取り組み」を知って頂き、近い将来やってくるであろう雇用状況を思い描きながら
考えていきます。
　お忙しい時期ですが、皆様のご参加を心よりお待ちしています。

「お祝い」

「田中委員長の思い　〜人と人〜」

　続いて委員長タ
イムへと移った。担
当は翔女委員会の
吉田委員長で、サッ
クスを始めたきっ
かけや楽器として
の歴史・特徴を紹介
した後、「セプテン
バー」という曲を披
露された。手拍子の中、吉田委員長が奏で
る音色に全会員が酔いしれた。

催し、公園に人が集
まる仕組みを作りだ
した。加えてイベント
内容をメール配信す
ることでリピーターを
増やし、年を追うごと
に来園数が増えて
いった実例を紹介さ
れた。

　次に、まちづくりに話題が変わった。かつて
は都会で流行った「モノ」が手に入るのは中
心市街地だけだったが、物流が発達しどこで
も「モノ」が手に入るようになり、街の求心力は
なくなってしまった。ただ、人と人が繋がるのは
今も中心市街地に他ならない。地域の人との
関わりを大切にし、地域経済を知っている人を
増やすこと。そして「地元企業を応援」といっ
た信条論だけではなく、進歩する技術も取り
入れていく必要性を訴え、講演を締めくくられ
た。　　　　　　　　　　　（記事：髙田）



　田中康裕ＯＢは、本業である
税理士としての活動だけでな
く、寿スピリッツ㈱の社外取締
役を務めておられるなど、多方
面でご活躍されています。
　現役当時第20期地域交流委
員会のメンバーとして、多いと
きには月に４回も委員会を開
催し、スポンサー企業の協力を
得るなどして、現在まで続いて
いるジュニアトライアスロン
を立ち上げたことが特に思い

出に残っているとのこと。新たな継続事業の立ち上げには強烈
な思いを持ったリーダーとそれ支える仲間、チームワークが必

要だと語っていただきました。
　田中ＯＢの会社では「喜ばれる価値を創造し、喜ばれるサービ
スを提供する」を経営理念とされており、事業を成功させるため
には経営理念を組織に浸透させることが重要であるとのことで
す。そして「自分は28歳で入会して、先輩から経営のやり方、人
の使い方、トップとしての生き方など多くのことを学び、今に生
きている。仕事あっての中央会活動。会員企業同士で取引をして
儲けるのではなく、先輩や仲間からノウハウを吸収して経営に
生かして欲しい。鳥取県西部に留まることなく、視野を広げた活
動をして欲しい」とアドバイスをいただきました。
　決算と個人の確定申告が重なる大変お忙しい時期に快く取材
に応じていただきありがとうございました。

（記事：野口）

　中央会史上、一番会員数が多かったのは、いつだったでしょ
うか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　〜答えはHPにて〜

ＯＢ訪問ＯＢ訪問 税理士法人 田中事務所代表

田中康裕ＯＢ（第34期ご卒会）を訪ねて

中央会 Ｑ ＆ Ａ

　今回、やっとこの記事を書く依頼がやってきました。入会してからこれまでにお世話に
なりました皆様に感謝と共にお礼を申し上げます。平成13年入会して15年以上の月日が
経ってしまい、思い返しますと本当にたくさんの皆様にお世話になった記憶しかありませ
ん。そして後輩の現役会員のみなさま、15年分のことを書きますと、とても500文字では
終わりませんし終わらせる文書力がありませんので、お会いした時にお話させていただき
たいと思います。短いですがこれにて終わらせていただきます。
　最後に綱領の「英知・友愛・団結」この言葉が中央会だと思いますので、頑張って今後も活
動して下さい。
　本当にありがとうございます。

小椋 崇永
（焼肉うえば 店長）後輩へ後輩へ後輩へ後輩へ

　巡り部は、現在大山に鎮座する33体のお地蔵さまのうち５体を巡る『良縁コース』を企画しています。お地
蔵さまとその周辺を清掃しながらスタンプラリーを行い、子ども達が楽しみながらお地蔵さまと触れ合う、参
加された方の心に残る事業にしたいと思っています。当日は清掃部と連携を密にし、多数のボランティアや親
子の方をお迎えすることになりますので、精一杯頑張って参ります。オール中央会でお地蔵さまフェスティバ
ルの成功に向け頑張っていきましょう！

　お地蔵さまフェステバルに向けて清掃部は、お地蔵さまやその周辺を清掃･整備することで、普段から大山
やお地蔵さまに親しみやすい環境をつくります。
　そして一般のボランティアの皆様が清掃活動を通じて大山のお地蔵さまに興味を持ってもらい、参加する
子供たちがお地蔵さまに触れることで目に見えない何かを感じてもらえるように、また感じることにより心
の成長につながるように取り組んでいきますので、皆様ぜひご家族でご参加下さい。

　作品部では、塗り絵や絵画 、軍手地蔵といった作品群で、お地蔵さまフェスティバルをより賑やかに彩る予
定です。
　フェスティバルにお越し頂く皆様に笑顔になって頂けるような作品展を作り上げていきたいと思います！
　作品を作られた方はもちろん、すべての方に見て頂ける、足を止めて頂ける作品展を目指しています！
　精一杯がんばりますので、皆様のご協力、ご参加を宜しくお願い致します！

お地蔵さま巡り部  部長  山崎慎也（㈱やまさき　代表取締役）

お地蔵さま清掃部  部長  森下　知紀（西尾レントオール㈱米子営業所　所長）

お地蔵さま作品部  部長  足立　駿（足立ふとん店米子店　店長）

第２回大山お地蔵さまプロジェクトに向けて 各部長抱負（前編）第２回大山お地蔵さまプロジェクトに向けて 各部長抱負（前編）第２回大山お地蔵さまプロジェクトに向けて 各部長抱負（前編）



　編集後記を書きかけて、入会10年目で広報系委員会に
６回もいる事にも驚く。
　…これはやっぱり、中央会内FA制度を上程した方が良
さそうだ。（笑）
　特定の役割を特定の会員ばかりがやっていても「自己
の研鑽」にならないので、人材育成の重要性も広報しつ
つ、今期の残りを頑張りたい。　

 （広報委員会  竹谷友成）

編集後記

　翔女委員会の住です。平成29年
１月23日、第１子の長女・くるみ
が誕生しました。大雪のなか生ま
れた元気な子です。
　先輩パパ会員の皆さまから子
育てについて学び、イクメンを実
践したいと思います。

住 くるみちゃん
（住　真介会員　第１子）
平成29年１月23日生まれ

お誕生おめでとうお誕生おめでとう

３月役員会報告

　３月役員会が同月１日（水）米子市公会堂第５集会室にて開
催されました。当日の主な内容は以下のとおりです。
　・２月例会開催報告の件　　・３月例会開催の件
　・４月例会開催の件
　詳細については各委員長にご確認下さい。

３月例会案内

と　き：平成29年３月16日（木）19：00〜21：00 　

ところ：米子全日空ホテル２階（飛鳥の間 東）

内　容：テーマ「女性にモテる企業とは」
　　　　　第１部「女性が求める職場」
　　　　　　　　　　〜男性上司は何も分かっていない！〜
　　　　　　　　「進化する職場と女性雇用」
　　　　　　　　　　〜企業はどのように取り組むの？〜
　　　　　　　　（グループディスカッション）
　　　　　第２部　女性の雇用と補助金

担　当：第42期 翔女委員会

　早いもので、昨年の２月の臨時総会から１年が経過し
ました！ 41期松田会長からお話を頂いてからあっという
間でしたし、随分色々な経験をさせて頂きました！最後
の最後でお話をしようと思いますが、もしかすると西部
青年中央会の活動原点・原動力はこれなのか？というも
のが見えてきたように思います。残りの期間はそれを自
分自身の確信に変えるために一緒に汗と涙を流していき
たく思います！

　私は委員長のときにボランティア部長も同時に務めま
した。以前よりボラ部長の打診があり、大変な役だと躊躇
い悩んだ末に覚悟を決めて内諾した後、更に委員長の指
名も頂いたのです。正直困惑しましたが、望んで就ける役
ではないと肚を決めました。活動が重なる４～６月は担
当例会や、委員会活動の成果物の作成もあり大変でした
が、周囲の協力もあって乗り切れました。全てが終わっ
たときは脱力感を覚える程でしたが、役をしたからこそ
経験できたこともありました。とくに北海道庁での意見
交換会や、トライアスロン競技終了直後にフィニッシュ
ゲート前で大会の締めをさせて頂いたことは良い思い出
ですし、何より自分なりにやり遂げたことで自身の身に
なったと思います。

勇気ある決断
副会長　濵田　修

勇気ある決断

第42期会長　竹ノ内賢一郎

翔人になるために
～ de Japón～

〈
新
入
会
員
〉

〈コメント〉この度入会させて頂きました、㈱平設計の安達と申し
ます。入ったばかりで右も左も分からない状態ですが、一つ一つ勉強
し、成長していきたいと思います。ご迷惑をおかけする事もあるかと
思いますが、宜しくお願い致します。

（
匠
委
員
会
）H29.02（H28年度）入会

（推薦者） 山口（尚）
 山内（正）
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 Ａ型 
㈱平設計 設計課長

建築設計・監理

〒683-0067 米子市東町177番地 東町ビル2階

ＴＥＬ 32-6161　ＦＡＸ 22-6151

（KT）070-2354-3974 

（EM）n.adachi@tairasekkei.com 

  Ｓ55.09生

〈コメント〉皆様初めまして。境港市で自動車販売、整備の会社を
経営しております古木と申します。私のモットーは「日々挑戦・日々進
化」です。中央会においても、何事にも挑戦し少しでも早く皆様のお
力になれるよう頑張りたいと思いますので宜しくお願い致します。

（
積
善
委
員
会
）

H29.02（H28年度）入会

（推薦者） 福山（輝）
 梅原（雅）
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自動車販売、整備

〒684-0033 境港市上道町3583

ＴＥＬ 21-9370　ＦＡＸ 21-9380

（KT）090-7990-4828  

（EM）ryuuhei.0716@outlook.jp  

 Ｓ59.07生

　平成29年１月16日、昭和50年（後厄）・昭和51年（本厄）・
昭和52年（後厄）生まれの12名が厄除けに米子市博労町の勝
田神社を参拝した。慣れない礼儀作法に戸惑いながらも、
参加者全員で厄除開運を祈願した。その後、海潮園にて懇

親会を実施。普段
は委員会単位で活
動することが多い
中央会の会員だ
が、今回の行事を
通じ同世代の団結
を深める良い機会
ともなった。
（記事：松井）

厄払い祈願厄払い祈願厄払い祈願　一年中季節を楽しめますが、私のとっての大山はやはり冬が一
番の思い出です。子供の頃はスキー、社会人になるとスノーボー
ドに毎週のように出かけていました。
　最近は息子とソリ遊びに出かけ雪山を楽しんでいます。初めて
の時は大雪に戸惑っていた息子も、帰りたくないと言い出す位に
楽しんでくれるようになり、嬉しく思います。　
　山は楽しいだけでなく、山のルールを守らないことで危険も
伴いますが、雄大な自然を感じながら楽しめる大山は私にとって
良い遊び場であり学びの場であると思います。

大山にまつわる思い出大山にまつわる思い出
野口健太郎（野口電工 代表）


